
第２回 子ども・子育て会議

ひまわりクラブ利用料見直しについて

◆前回の子ども・子育て会議後の経過

【議会の主な意見】

• 年少扶養控除を廃止することにより、低所得世帯も増額となるのはいかがなものか。

• 利用料上限額（6,900円）の見直しの余地はないのか。

• 公平な負担の必要性と市がどのように子育て支援をしていくかは切り離して考えるべきでは。

平成２９年３月２２日
新潟市こども未来課

２月市議会市民厚生常任委員会 委員協議会（２月２０日）に報告
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• 保育料の多子減免は４分の３免除となっているが、４分の３免除も検討すべきでは。

• 見直し後の利用料収入額が増額となっているが、利用者にだけ負担をかける考え方で良いのか。

◆今後の方針

平成３０年４月からの新利用料での運用開始に向け、いただいたご意見を参考に案を修正し、新年度、

放課後児童クラブ検討部会において改めてご議論いただく。

議員有志による勉強会（３月１５日）を実施し、引き続きご意見をいただいた。


